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少
子
化
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一
月
二
七
日
に
柳
澤
伯
夫
厚
生
労
働
大
臣
が
「
一
五
か
ら
五
〇
歳
の
女
性
の
数
は
決
ま
っ
て
い
る
。
産
む
機
械
、
装
置
の
数

は
決
ま
っ
て
い
る
か
ら
、
あ
と
は
一
人
頭
で
頑
張
っ
て
も
ら
う
し
か
な
い
」
と
発
言
さ
れ
た
。
柳
澤
大
臣
の
発
言
は
女
性
の
人

権
を
踏
み
に
じ
る
も
の
で
あ
り
断
じ
て
許
さ
れ
な
い
こ
と
だ
が
同
時
に
、
安
倍
内
閣
の
「
少
子
化
問
題
」
に
関
す
る
認
識
や
政

策
の
あ
り
方
を
問
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
、
お
尋
ね
す
る
。

一

安
倍
総
理
は
一
月
三
〇
日
の
辻
元
の
代
表
質
問
に
対
す
る
答
弁
の
中
で
、
柳
澤
大
臣
の
発
言
は
「
不
適
切
で
あ
り
、
国
民

に
誤
解
を
与
え
た
」
と
述
べ
た
が
、
柳
澤
大
臣
の
発
言
の
ど
こ
が
ど
の
よ
う
に
不
適
切
で
あ
る
と
考
え
、
国
民
が
何
を
ど
の

よ
う
に
「
誤
解
」
し
た
と
考
え
る
の
か
。

二

柳
澤
大
臣
の
発
言
は
、
第
四
回
世
界
女
性
会
議
・
北
京
宣
言
の
一
七
条
「
す
べ
て
の
女
性
の
健
康
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
、
殊

に
自
ら
の
出
産
数
を
管
理
す
る
権
利
を
明
確
に
認
め
再
確
認
す
る
こ
と
は
、
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
基
本
で
あ

る
。
」
に
反
す
る
と
思
う
が
如
何
か
。

三

柳
澤
大
臣
の
発
言
は
、
日
本
が
批
准
す
る
国
連
の
女
性
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
差
別
の
撤
廃
に
関
す
る
条
約
の
基
本

的
な
理
念
に
反
し
て
い
る
と
思
う
が
如
何
か
。
反
し
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

一



四

安
倍
総
理
は
「
少
子
化
」
は
な
ぜ
、
問
題
だ
と
考
え
る
の
か
。

五

安
倍
総
理
は
「
少
子
化
」
の
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
と
考
え
る
の
か
。

六

現
在
、
安
倍
内
閣
が
す
す
め
て
い
る
少
子
化
対
策
は
な
に
か
。
で
き
る
だ
け
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

七

「
少
子
化
」
が
解
決
す
る
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


